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 我が国初めての画期的、近代的河川工事、淀川修築工事が開始された 1874 年(明治 7 年)

から丁度百年目に当たる 1974 年(昭和 49 年)、「淀川百年史」が発刊されました。この大著

は百年にわたる淀川改修の歴史を、現存する文献等の諸資料に基づき、深い考察、分析を

加えてまとめられたものです。また単に改修の歴史だけでなく、琵琶湖・淀川が育む豊か

な自然、そしてその自然の恵みの中で生まれた人々の暮らし、文化とその進化、変遷まで

も可能な限り著述しています。さらに考察の対象とする期間でみると、百年はおろか古琵

琶湖が出現したとされる第三期鮮新世 (およそ 500 万年前)にまで及んでおり、まさに「集

大成淀川史」とも言うべき歴史資料となっています。このことから「百年史」は、淀川を

愛し、興味を持ち、あるいは何らかの関わりを持つ多くの人々にとっての聖書とも言うべ

き役割を果たしてきました。  

 その後、時代は昭和から平成、令和へと移り、「百年史」以降のとりまとめられていない

淀川の歴史も半世紀近くを積み重ねるに至り、国土交通省近畿地方整備局はこの空白を埋

めるべく「淀川百五十年史」編纂の準備に取りかかりました。「百年史」の前史に当たる「淀

川九十年史」編纂には十数年の歳月を要したことも踏まえ、2019 年（令和元年）12 月に別

記の 9 名からなる編集委員会が組織され、3 名に顧問をお願いしました。  

 既に「百年史」が存在することを前提としていることから、編集委員会ではまず「百五

十年史」の中で「百年史」をどう取り扱うかが議論されました。両史がともに大部な資料

となるため重複記載は極力避けることを原則とするが、事業期間が両史にまたがる事業に

ついては必要に応じ「百年史」の一部を引用する、もしくは参照先を明示することとしま

した。なお「百年史」以後の新たな研究や調査、社会情勢の変化などにより、「百年史」に

記載されている内容だけでは現在の状況が十分説明できない場合は、「百年史」を一部加筆、

修正して「百五十年史」に記載することとしました。  

 また「百年史」が単なる読み物としてではなく、歴史資料、参考文献として活用されて

いることに鑑み、「百五十年史」においても、災害被害の実態や策定･改定された計画等の

事実だけでなく、災害のメカニズムや計画改定に至った経緯等の解説を含めて信頼度の高

い出典を明示した上で積極的に記載することとしました。一方で有力ではあるが定見とは

なっていない考察(見解、感想 )についてもその旨を明示した上で記載することとしました。 

 以上の基本方針の下、延べ約 60 名の草案執筆者､約 100 名の査読者という膨大な労力と

約 6 年の歳月を経て、ここに「淀川百五十年史」が完成しました。あらためてご尽力いた

だいたすべての皆様に衷心より感謝申し上げます。今後この書が淀川を愛し、興味を持つ

人々にとっての入門書、解説書、参考資料としてご活用いただけるならば、編集委員一同

これに勝る喜びはありません。  

 

（令和 8 年 2 月 谷本光司）  
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